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古
文
書
室
所
蔵
の
園
城
寺
文
書
と
東
大
寺
文
書

二
七
三　
（
二
七
三
）

は
じ
め
に

　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
の
所
蔵
文
書
は
、
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
中
核
を
作
り
上
げ
た
野
村
兼
太
郎
の
問
題
関
心
を
反
映
し

て
、
近
世
・
近
代
の
文
書
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
が
、
ご
く

少
数
な
が
ら
も
古
代
・
中
世
文
書
が
存
在
す
る
。
興
味
深
い
の
は
、

「
鴨
脚
家
文
書
」
の
よ
う
な
近
世
を
主
体
と
す
る
文
書
群
に
含
ま

れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
表
1
の
よ
う
に
古
代
・
中
世
文
書
だ
け

で
構
成
さ
れ
て
い
る
巻
子
や
掛
幅
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

な
ぜ
野
村
が
こ
れ
ら
を
蒐
集
の
対
象
に
加
え
た
の
か
、
確
た
る

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
表
の
1
・
2
の
よ
う
な
「
模
刻
」
の
文

書
ま
で
入
っ
て
い
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
何
か
特
定
の
意
図
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
連
想
さ
れ
る
の
が
、
内
容
の
多
彩

さ
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
早
稲
田
大
学
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
に
つ

い
て
、
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
文
書
の
選
定
・
購
入
を
主
導
し
た

荻
野
三
七
彦
が
「
収
集
の
目
的
は
天
下
の
宝
物
を
集
め
て
、
大
学

の
名
物
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
学
術
上
の
標
本
に
な
る
も
の
を

一
通
り
揃
え
て
置
く
こ
と
に
あ
っ（

１
）た

」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
野
村
の
場
合
は
必
ず
し
も
原
文
書
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
し
か

し
荻
野
と
同
様
に
古
文
書
の
サ
ン
プ
ル
を
揃
え
て
お
く
と
い
う
、

お
そ
ら
く
は
教
育
上
の
目
的
か
ら
、
古
代
・
中
世
文
書
を
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
加
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
巻
子
や
掛
幅
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
機
会
に
古
書
店

等
か
ら
入
手
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
文
書
点
数
の
多
い
の
は

3
・
5
・
7
の
巻
子
だ
が
、
5
に
つ
い
て
は
別
稿
で
簡
単
に
紹
介

し
た
の（

２
）で

、
こ
こ
で
は
主
に
3
と
7
を
取
り
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
性
格
を
考
え
て
み
た
い
。

一　
「
第
五
十
九
函
六
」
の
巻
子

　

表
1
─
3
の
巻
子
に
は
「
第
五
十
九
函
六
」
と
の
題
箋
が
付
さ

古
文
書
室
所
蔵
の
園
城
寺
文
書
と
東
大
寺
文
書

中　

島　

圭　

一



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

二
七
四　
（
二
七
四
）

れ
て
い
る
が
、
こ
の
番
号
は
野
村
に
よ
る
蒐
集
の
段
階

で
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
と
は
関
係

な
い
。
表
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
巻
子
に
は
一
〇
点
の

文
書
が
張
り
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る

の
は
9
の
寄
進
状
で
、
寄
進
先
が
園
城
寺
金
堂
で
あ
る

点
か
ら
み
て
、
園
城
寺
に
伝
来
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
巻
子
全
体
が
園
城
寺
文
書
で
あ
る
可
能
性
を

念
頭
に
置
い
て
、
他
の
文
書
を
見
て
い
こ
う
。

　

表
を
一
覧
し
て
目
に
つ
く
の
は
、
田
地
売
券
を
中
心

と
し
て
、
粟
津
別
保
に
関
わ
る
文
書
が
半
数
近
く
の
四

点
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
2
・
3
・
4
・

8
）。
粟
津
別
保
は
園
城
寺
の
膝
下
荘
園
な
の
で
、
保

内
の
所
職
（
と
そ
の
権
利
文
書
）
が
最
終
的
に
園
城
寺

の
許
に
蓄
積
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
あ
り
得
る
話
で
あ

ろ
う
。
5
の
大
津
東
浦
は
延
暦
寺
領
だ
が
、
こ
れ
も
園

城
寺
と
至
近
距
離
に
あ
る
。
6
で
取
引
さ
れ
た
田
地
は

所
在
地
が
判
然
と
し
な
い
が
、
字
の
「
コ
ホ
ウ
田
」
か

ら
み
て
、
園
城
寺
の
護
法（

３
）社

と
関
係
す
る
田
地
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

10
の
論
所
と
な
っ
て
い
る
山
賀
郷
に
つ
い
て
は
、

「
伺
事
記
録
」
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
十
二
月
二
十

題箋等 形態 内容

1 狩谷棭斎模刻古文書三
種

巻子 奈良時代の法隆寺献物帳ならびに正倉院文書 2
点

2 模刻根岸武香翁蔵古田
券

巻子 現国会図書館所蔵「冑山文庫」WA25-40　平
安初期の「田券　弘仁、仁寿、貞観」の複製

3 第五十九函六 巻子 文書 10 点

4 山城国陵田坪付〈建保
五年／国司注進〉

巻子 巻首に明和九年三月十八日修復奥書、坪付（永
久元年五月日某寮牒）の後に建保五年六月三日
賀茂在忠書写奥書、それに続いて嘉永七年十月
権大納言某謄写奥書（謄写者は賀茂恭保）、そ
の後に紙背文書を書写

5 供御院預左衛門云々 巻子 文書 6 点

6 第七拾四函 巻子 徳治二年六月日惣領地頭惟宗保信注進状

7 第七拾六函 巻子 文書 11 点

8 土左国津野本庄旧記 掛幅 応安五年九月八日津野繁高請文（鴨太神宮宛）

9 （題箋なし） 掛幅 仁治三年十一月九日木中子田地流文（賀茂為成
宛）

表 1　慶應義塾大学文学部古文書室所蔵の古代・中世文書



古
文
書
室
所
蔵
の
園
城
寺
文
書
と
東
大
寺
文
書

二
七
五　
（
二
七
五
）

四
日（

４
）条

で
園
城
寺
円
宗
坊
清
秀
が
室
町
幕
府
に

当
知
行
安
堵
を
申
し
立
て
た
所
帯
の
一
つ
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
清
秀
の
死
後
に
幼

少
の
後
継
者
を
「
輔
佐
」
す
る
立
場
に
あ
っ
た

静
林
房
泰
禅
が
、
他
の
競
望
を
棄
却
す
る
よ
う

「
学
頭
中
御
集
会
」
に
申
し
立
て
た
目
安
が
10

で
あ
り
、
園
城
寺
に
伝
来
す
る
の
が
自
然
な
文

書
と
言
え
る
。

　

1
で
売
却
さ
れ
た
「
山
階
四
宮
東
三
ヶ
口

音
羽
口
率
分
一
分
沙
汰
人
職
」
は
、
延
文
元
年

に
安
堵
さ
れ
た
「
当
寮
領
東
三
ヶ
口
沙
汰

人（
５
）職

」
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

最
終
的
に
園
城
寺
の
手
に
入
っ
た
率
分
関
沙
汰

人
職
の
手
継
文
書
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

決
定
的
な
の
は
7
で
あ
る
。

【
史
料
１
】

（
端
裏
書
）「
し
か
の
う
り
け
ん
」

沽
却　

私
領
田
地
事

　

合
二
段
半
者
、
字
ナ
ム
ラ
川　

分
米
参
石
六
斗

二
舛
五
舛

年月日 文書名 内容等

1 嘉暦三年（1328）十二月八
日

紅尊（?）率分一分沙汰
人職売券

2 建武二年（1335）十一月十
一日

某下知状 粟津五ヶ村生得神人の
訴訟

3 暦応四年（1341）十一月二
十日

中庄天王社神田売券 粟津別保領家方の公田

4 □応五年四月二十五日 得女田地売券 別保庄内の田地

5 貞和元年（1345）十一月十
三日

彦次郎田地売券 大津東浦仮屋河の田地

6 応安元年（1368）四月二十
一日

今下浄通田地売券 コホウ田

7 応永五年（1398）八月二十
一日

妙性田地売券 ナムラ川の田地

8 応永十三年（1406）九月十
四日

覚栄田地売券 粟津別保領家方の公田

9 永享四年（1432）四月五日 比丘尼了明田地寄進状 園城寺金堂宛

10 明応元年（1492）十一月　
日

円宗房代静林房泰禅目安 山賀郷代官職をめぐる
訴訟

表 2　「第五十九函六」の巻子に張り継がれた文書



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

二
七
六　
（
二
七
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

装
束
七
舛
五
合

右
件
下
地
者
、
造
洛
惣
郷
後
家
妙
正
相
伝
之
私
領
也
、
雖
然
有
直

要
、
相
副
手
次
等
菊
丸
限
永
代
直
銭
肆
拾
壱
貫
文
売
渡
申
之
処
、

実
正
也
、
万
一
違
乱
煩
出
来
、
又
者
云
子
息
云
親
類
子
細
申
事
候

ハ
ヽ
、
本
銭
一
倍
仁
加
利
ニ
利
お
返
々
沙
汰
申
候
へ
く
候
、
尚
以

煩
事
候
ハ
ヽ
、
請
人
可
被
其
沙
汰
者
也
、
仍
為
後
日
沽
却
状
如
件
、

 

売
主
妙
性
（
花
押
）

　
　

応
永
五
年
戊寅

八
月
廿
一
日 

請
人
性
玉
（
花
押
）

 

請
人
上
□
（
花
押
）

 

請
人
快
瑜
（
花
押
）

（
裏
書
）

「
此
田
地
五
段
之
内
壱
段
極
楽
坊
尊
玖
買
得
申
者
也
、
四
至
東
限

極
楽
房
田
、
西
限
三
光
院
田
、
南
有
ク
ロ
道
、
北
土
井
ア
リ
、
仍

為
後
日
破
申
裏
者
也
、

　
　
　
　
　

大
永
五
乙酉

年
三
月
吉
日　

尊
玖
（
花
押
）」

「
此
田
地
伍
段
之
内
壱
段
之
分
、
極
楽
坊
尊
玖
買
得
申
者
也
、
仍

為
後
日
破
裏
畢
、

　
　
　

大
永
六
丙戌

年
十
一
月
九
日　

尊
玖
（
花
押
）」

「
此
田
地
伍
段
之
内
東
方
壱
段
之
分
、
極
楽
房
尊
玖
買
得
申
者
也
、

仍
為
後
日
破
裏
畢
、

　
　
　

大
永
七
丁亥

年
六
月
廿
六
日　

尊
玖
（
花
押
）」

「
此
田
地
伍
段
之
内
東
方
中
壱
段
分
、
河
原
崎
弥
三
郎
吉
久
買
徳

申
者
也
、
東
方
者
限
極
楽
坊
田
ヲ
、
西
者
限
三
光
院
田
ヲ
、
仍
為

後
日
破
裏
畢
、

　
　

享
禄
元
戊子

年
八
月
廿
七
日　
　

吉
久
（
花
押
）」

　

こ
れ
は
奇
妙
な
売
券
で
、
表
は
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
に
二

段
半
の
田
地
を
売
却
し
た
内
容
だ
が
、
裏
書
は
大
永
五
年
〜
享
禄

元
年
（
一
五
二
五
〜
二
八
）
に
全
体
で
五
段
の
田
地
か
ら
、
四
回

に
わ
た
っ
て
一
段
ず
つ
分
筆
・
売
却
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
二
〇
年
の
間
の
ど
こ
か
で
一
旦
、
田
地
の
面
積
が
二
倍
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
か
は
、

次
に
掲
げ
る
園
城
寺
現
蔵
の
文
書
か
ら
推
察
が
可
能
で
あ
る
。

【
史
料（

６
）２

】

（
端
裏
書
）「
し
か
の
本
文
書
」

沽
却　

私
領
田
地
事

　

合
伍
段
者
、
分字

ナ
フ
ラ
河

米
漆
石
弐
斗
五
升
、
装
束
壱
斗
五
升
、

竈
米
在
之
、

右
件
田
地
者
、
円
源
相
伝
之
田
地
也
、
雖
然
依
有
要
用
、
直
銭
玖

拾
参
貫
文
仁
限
永
代
所
売
渡
也
若
鶴
丸
実
正
也
、
雖
維
後
々
代
々
、

不
可
有
他
妨
者
也
、
若
万
一
違
乱
煩
出
来
時
者
、
不
日
仁
可
被
本

銭
一
倍
々
沙
汰
於
者
也
、
但
本
証
文
雖
可
手
次
等
相
副
、
元
弘
年



古
文
書
室
所
蔵
の
園
城
寺
文
書
と
東
大
寺
文
書

二
七
七　
（
二
七
七
）

中
仁
三
条
之
坊
門
之
煙
上
之
時
焼
失
了
、
為
本
証
文
号
雖
有
違
乱

煩
、
譲
状
之
裏
破
上
者
、
不
可
有
子
細
也
、
其
上
為
向
後
寺
家
四

至
内
御
判
申
出
了
、
向
後
不
可
有
子
細
也
、
仍
為
後
日
沽
却
状
如

件
、

　
　

応
安
三
年
庚戌

九
月
十
八
日 

円
源
（
花
押
）

請
人　

美
濃
（
花
押
）

（
裏
書
）

「
此
田
地
五
段
之
内
壱
段
、
極
楽
坊
尊
玖
買
得
申
者
也
、
四
至
東

ア
せ
ア
リ
、
限
極
楽
坊
田
、
西
限
三
光
院
田
、
南
ク
ロ
道
、
北
土

井
ア
リ
、
仍
為
後
日
破
裏
者
也
、

　
　
　
　

大
永
五
乙酉

年
三
月
吉
日　

尊
玖
（
花
押
）」

「
此
田
地
五
段
之
内
壱
段
之
分
、
極
楽
坊
尊
玖
買
得
申
者
也
、
仍

為
後
日
破
裏
者
也
、

　
　
　
　

大
永
六
丙戌

年
十
一
月
九
日　

尊
玖
（
花
押
）」

「
此
田
地
伍
段
之
内
東
方
壱
段
之
分
、
極
楽
房
尊
玖
買
得
申
者
也
、

仍
為
後
日
破
裏
畢
、

　
　
　
　

大
永
七
丁亥

六
月
廿
六
日　

尊
玖
（
花
押
）」

「
此
田
地
伍
段
之
内
中
壱
段
、
河
原
崎
弥
三
郎
吉
久
買
得
申
者
也
、

東
方
者
限
極
楽
坊
田
ヲ
、
西
者
限
三
光
院
之
田
ヲ
、
仍
為
後
日
破

裏
畢
、

　
　

享
禄
元
戊子

年
八
月
廿
七
日　

吉
久
（
花
押
）

「
弐此

内
東
ヨ
リ

段
半
、
応
安
参
年
庚戌

十
月
五
日
、
岩
丸
買
取
了
（
花
押
）」

　

こ
の
売
券
を
【
史
料
１
】
と
比
べ
る
と
、
大
永
五
年
〜
享
禄
元

年
の
裏
書
は
ほ
ぼ
同
文
で
、
同
じ
土
地
に
関
わ
る
権
利
文
書
で
あ

る
の
は
明
ら
か
だ
が
、
面
積
は
二
倍
の
五
段
で
あ
り
、
田
地
に
か

か
る
「
分
米
」
や
「
装
束
」
な
ど
の
負
担
も
倍
額
で
あ
る
。
そ
し

て
【
史
料
１
】
に
は
な
い
、
も
う
一
つ
の
裏
書
を
見
る
と
、
円
源

か
ら
若
鶴
丸
に
田
地
五
段
を
売
却
し
て
か
ら
半
月
後
の
応
安
三
年

（
一
三
七
〇
）
十
月
五
日
、
岩
丸
な
る
人
物
が
東
寄
り
の
二
段
半

を
買
得
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
二
段
半
ず
つ
に
分
割
さ
れ

た
田
地
の
一
方
を
三
〇
年
近
く
後
に
売
却
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た

の
が
【
史
料
１
】
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
永
五
年
ま
で
に
も
う
一

方
の
田
地
と
再
び
統
合
さ
れ
て
、
五
段
一
筆
に
戻
っ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
本
稿
の
関
心
か
ら
見
て
重
要
な
の
は
、
か
つ
て
【
史
料

１
】
と
【
史
料
２
】
が
一
体
の
手
継
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、【
史
料
２
】
が
園
城
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
み
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
手
継
文
書
が
証
文
と
し
て
の
機
能
を

保
っ
て
い
た
中
世
末
ま
で
は
、【
史
料
１
】
も
同
寺
に
所
蔵
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
他
の
九

点
の
文
書
も
園
城
寺
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
、
こ
の
巻
子



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

二
七
八　
（
二
七
八
）

は
も
と
も
と
園
城
寺
文
書
の
一
部
で
あ
っ
た
と
み
て
誤
り
な
か
ろ

う
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
内
閣
臨
時
修
史
局
が
実
施
し

た
園
城
寺
の
史
料
調
査
で
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、

こ
の
採
訪
以
前
に
寺
か
ら
流
出
し
た
文
書
と
推
測
さ
れ
る
。

二　
「
第
七
拾
六
函
」
の
巻
子

　

続
い
て
、
野
村
の
整
理
で
「
第
七
拾
六
函
」
と
い
う
題
箋
を
付

さ
れ
た
、
表
1
─
7
の
巻
子
に
移
ろ
う
。
表
3
に
示
し
た
よ
う
に
、

こ
の
巻
子
に
は
一
一
点
の
文
書
が
張
り
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
7
〜
9
に
つ
い
て
は
未
考
だ
が
、
他
は
い
ず
れ
も
東
大
寺
文

書
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

最
も
関
係
が
薄
そ
う
な
の
は
、
法
勝
寺
の
御
講
に
お
け
る
証
義

者
の
法
務
大
僧
正
（
園
城
寺
長
吏
）
と
法
印
大
僧
都
（
興
福
寺
権

別
当
）
と
の
座
次
相
論
を
記
録
し
た
4
だ
が
、
端
裏
書
で
は
こ
の

相
論
と
と
も
に
「
同
﨟
之
東
大
寺
上
﨟
着
座
例
」
が
注
目
さ
れ
、

明
記
さ
れ
て
お
り
、
東
大
寺
に
と
っ
て
有
利
な
先
例
と
し
て
保
管

さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
く
な
い
。
2
の
佐
保
田
殿
、
3
の
黒
田

荘
、
10
の
兵
庫
北
関
は
い
ず
れ
も
よ
く
知
ら
れ
た
東
大
寺
領
で
あ

り
、
ま
た
11
の
惣
寺
借
銭
状
が
「
質
物
」
に
充
て
て
い
る
の
も
大

部
荘
・
茜
部
荘
の
「
最
前
供
料
」
で
、
こ
れ
も
著
名
な
東
大
寺
領

で
あ
る
。

　

以
上
の
8
点
は
お
そ
ら
く
新
出
文
書
と
思
わ
れ
る
が
、
残
り
の

3
点
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
影
写
本
等
に
写
さ
れ
て
お
り
、

既
知
の
文
書
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
東
大
寺
別
当
に
勝
賢
が
在
任
中
の
文
書
出
納
日
記
の
一

部
と
み
ら
れ
る
5a
と
5b
は
、「
東
大
寺
文
書
」
第
四
回
採
訪
八
十

五
（
架
蔵
番
号 3071.65-1-119　

七
六
丁
裏
〜
七
九
丁
）
に
影

写
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
5a
の
み
『
鎌
倉
遺
文
』
に
も
補
遺
一
四
六

号
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
（
な
ぜ
か
5b
は
未
採
）。
現
状
で
は

5a
と
5b
と
の
間
の
継
目
が
少
し
ず
れ
て
い
る
が
（
表
3
で
a
と
b

に
分
け
た
の
は
そ
の
た
め
）、
影
写
本
を
見
る
と
こ
の
二
紙
が
間

違
い
な
く
接
続
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
影
写
本
に
収
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
大
正
年
間
に
中
村
直
勝
を
中

心
と
し
て
整
理
が
行
わ
れ
た
時
点
で
は
東
大
寺
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
（『
東
大
寺
文
書
目
録
』
未
成
巻
文
書3-11-13

後
半
）。

　

続
く
6
も
、
同
じ
影
写
本
「
東
大
寺
文
書
」
第
四
回
採
訪
八
十

五
の
二
六
丁
〜
二
七
丁
表
に
あ
っ
て
、
5a
・
5b
と
同
様
、
大
正
年

間
に
は
間
違
い
な
く
東
大
寺
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
（
未
成

巻
文
書3-11-6

の
一
部
）、
そ
の
後
の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
寺
外

に
流
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
鎌
倉
遺
文
』
に
も
一

七
五
六
〇
号
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い（

７
）る

。

　

さ
て
、
最
も
年
代
が
遡
る
1
は
『
平
安
遺
文
』
に
も
採
録
さ
れ



古
文
書
室
所
蔵
の
園
城
寺
文
書
と
東
大
寺
文
書

二
七
九　
（
二
七
九
）

年月日 文書名 内容等

1 永 久 五 年 (1117) 七 月 七
日

官宣旨 元興寺宛、東大寺領清澄
荘との水論

2 承 安 元 年 (1171) 十 月 十
七日

佐保田殿田畠売買注進状

3 保 安 三 年 (1122) 十 二 月
二十七日

黒田荘米立用状 竪切紙

4 文治四年 (1188) 法勝寺御講座次相論覚書 「同﨟之東大寺上﨟着座
例」

5a 建久四年 (1193) 東大寺文書出納日記（前
後欠）

取出 2 回のうち 1 回は建
久四年九月二十九日、

「板蠅杣施入勅書」ほか、
5b と接続

5b 建久四～五年 (1193～94) 東大寺文書出納日記（前
後欠）

建久四年十二月十五日・
同十七日・五年十一月十
七日の取出、「猪名庄文
書」ほか、5a に接続

6 （正応四年 (1291) 二月二
十五日

正応三年分文書勘渡状
（前後欠）

「大仏殿」「黒田庄」「茜
部庄」などの文言あり。
年月日は『鎌倉遺文』一
七五六〇号による

7 年月日未詳 某覚書（前欠）

8 年未詳五月十八日 勝定書状（前欠）

9 年未詳六月二十九日 某書状（前欠）

10 文 安 二 年 (1445) 十 月 二
十三日

兵庫北関公用銭納状 秋季分 12 貫 500 文

11 康 永 二 年 (1343) 八 月 十
七日

年預五師頼昭ほか利銭借
用状

伊与得業京上粮物料とし
て 2 貫 文 借 用、 質 物 は

「 大 部・ 茜 部 之 最 前 供
料」

表 3　「第七拾六函」の巻子に張り継がれた文書
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八
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一
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二
号
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八
〇　
（
二
八
〇
）

て
お
り
（
一
八
七
五
号
）、
史
料
編
纂
所
で
は
レ
ク
チ
グ
ラ
フ

「
東
大
寺
文
書
」（
架
蔵
番
号6800-138

）
と
影
写
本
「
酒
井
宇

吉
氏
所
蔵
文
書
」（
同3071.36-63

）
に
写
さ
れ
て
い
る
。
奥
書

に
よ
れ
ば
、
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
は
「
東
京
市
・
保
阪
潤
治
氏
持
参
」

の
文
書
を
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
五
月
に
撮
影
し
た
も
の
で

あ
り
、
影
写
本
は
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
六
月
十
九
日
に

こ
の
一
点
の
み
影
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
保
坂
潤
治
（
一
八
七
五

〜
一
九
六
三
）
は
新
潟
県
中
頸
城
郡
の
大
地
主
・
貴
族
院
議
員
で
、

古
文
書
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
り
、
一
方
の
酒

井
宇
吉
は
神
田
・
一
誠
堂
の
店
主
だ
が
、
こ
れ
は
初
代
（
一
八
八

七
〜
一
九
四
〇
）
が
出
身
地
の
長
岡
で
創
業
し
た
古
書
店
で
あ
り
、

同
郷
ゆ
え
か
保
坂
と
も
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
じ
レ
ク

チ
グ
ラ
フ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
書
の
う
ち
、
十
数
点
が
昭
和
二

十
七
年
（
一
九
五
二
）
十
二
月
に
東
大
寺
図
書
館
の
所
蔵
と
な
り
、

成
巻
文
書
の
第
九
十
九
・
百
巻
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
取
引
に
も
一
誠
堂
が
介
在
し
て
い（

８
）た

。
1
が
酒
井
宇
吉
所
蔵

と
し
て
影
写
さ
れ
た
の
と
近
い
時
期
で
あ
り
、
一
緒
に
保
坂
か
ら

一
誠
堂
に
流
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

他
方
、
古
文
書
室
所
蔵
の
巻
子
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）
五
月
二
十
四
日
付
の
書
状
が
付
属
し
て
お
り
、
野

村
兼
太
郎
の
注
文
に
応
じ
て
、「〈
永
久
五
年
外
〉
古
文
書　

十
一

通　

一
巻
」
を
竹
僊
堂
が
送
付
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
文
書
の

点
数
も
合
う
上
、「
永
久
五
年
」
の
文
書
＝
1
が
明
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
が
「
第
七
拾
六
函
」
の
巻
子
に
あ
た
る
の
は
間
違

い
な
い
。
ち
な
み
に
代
価
は
五
万
五
千
円
で
あ
っ
た
。
竹
僊
堂
は

現
在
も
京
都
市
中
京
区
に
あ
る
古
書
店
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、

1
の
文
書
は
保
坂
潤
治
〜
一
誠
堂
（
昭
和
二
十
五
年
）
…
…
竹
僊

堂
（
昭
和
三
十
三
年
）
〜
野
村
兼
太
郎
と
伝
来
し
た
こ
と
に
な
ろ

う
。

　

こ
こ
で
、
巻
子
に
張
り
継
が
れ
た
文
書
を
改
め
て
見
直
す
と
、

個
々
の
文
書
ご
と
に
天
地
の
長
さ
や
裏
打
ち
が
区
々
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
。
1
や
5
・
6
の
文
書
の
来
歴
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
も
と
も
と
別
々
の
所
蔵
者
の
許
に
あ
っ
た
文
書
で
あ
っ
た

が
ゆ
え
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
本
来
バ
ラ
バ
ラ
の
文
書
を
、
一

誠
堂
か
ら
竹
僊
堂
に
至
る
1
の
流
通
過
程
の
ど
こ
か
で
集
め
て
一

巻
に
仕
立
て
た
の
が
こ
の
巻
子
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
質
的
に

は
こ
の
ま
と
ま
り
に
大
き
な
意
味
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
先
に
保
留
し
た
7
〜
9
も
東
大
寺
文
書
で
あ
る
か
ど
う
か

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
の
内
容
を
個
別
に
検
討
し
た
上
で
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
半
が
東
大
寺
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る

事
実
か
ら
み
て
、
東
大
寺
文
書
（
と
思
し
い
も
の
）
を
集
め
て
成

巻
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
当
事
者
に
は
存
在



古
文
書
室
所
蔵
の
園
城
寺
文
書
と
東
大
寺
文
書

二
八
一　
（
二
八
一
）

し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
竹
僊
堂
か
ら
野
村
兼
太
郎
に
送
っ

た
書
状
が
「
東
大
寺
文
書
」
で
は
な
く
単
に
「
古
文
書
」
と
表
現

し
て
い
る
点
を
重
視
す
れ
ば
、
竹
僊
堂
自
身
は
成
巻
に
関
与
し
て

お
ら
ず
、
東
大
寺
文
書
の
巻
子
と
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
可
能
性

も
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
の
中
世
文
書
の
中
か
ら
文

書
点
数
の
多
い
巻
子
を
二
つ
選
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
検
討

し
た
。
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
「
園
城
寺
文
書
」
は
、
お
そ
ら
く

も
と
も
と
一
括
で
寺
院
か
ら
流
出
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

第
二
節
で
取
り
上
げ
た
「
東
大
寺
文
書
」
は
流
通
過
程
で
作
ら
れ

た
巻
子
で
あ
り
、
歴
史
的
意
味
は
あ
ま
り
な
い
ま
と
ま
り
な
の
で
、

張
り
継
が
れ
た
文
書
の
一
部
に
つ
い
て
は
東
大
寺
に
由
来
す
る
も

の
か
ど
う
か
、
個
別
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

蒐
集
文
書
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
古
文
書
室
所
蔵
文
書
に
は
こ
の

よ
う
に
様
々
な
性
格
の
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
歴
史
研
究
の
材

料
と
し
て
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
も
慎
重
な
取
り
扱
い
が
要
求
さ

れ
る
。
今
後
さ
ら
に
中
世
文
書
の
調
査
を
進
め
た
上
で
、『
史

学
』
誌
上
な
ど
で
翻
刻
や
史
料
情
報
を
公
開
し
て
い
き
た
い
。

註（
1
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
編
『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集

文
書
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
、
三
六
三
頁
。

（
2
）　

拙
稿
「
得
宗
の
安
堵
─
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵

文
書
か
ら
─
」『
日
本
歴
史
』
掲
載
予
定
。

（
3
）　
『
園
城
寺
文
書
』
第
二
巻　

中
世　

二
四
号
な
ど
。

（
4
）　
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻
、
一
一
五
頁
。

（
5
）　
『
園
城
寺
文
書
』
第
二
巻　

中
世
、
五
七
号
。

（
6
）　
『
園
城
寺
文
書
』
第
二
巻　

中
世
、
六
一
号
。

（
7
）　

以
上
、
5a
・
5b
・
6
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
遠
藤
基
郎
氏
の
ご

教
示
に
よ
る
。

（
8
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
十
八　

東
大
寺
文
書
之
九
、
二

二
八
頁
。
な
お
、
他
に
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
撮
影
か
ら
間
も
な
い
時
期
、

史
料
編
纂
官
補
の
森
克
己
の
手
に
移
っ
て
、
翌
昭
和
十
二
年
五
月

ま
で
に
「
森
克
己
氏
所
蔵
文
書
」（3071.36-103

）
に
影
写
さ
れ
た

文
書
一
点
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
直
接
取
引
で
あ
ろ
う
。


